
名古屋市社会福祉協議会「介護職員初任者研修」受講生募集 

あなたも「介護職員初任者研修」を受けて介護職として働いてみませんか！ 

先輩の声を聞いてみました！！ 

 

   

研修風景 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

質問項目 

①研修受講のきっかけは 
②受講しての感想は 
③現在の状況は 
④介護職として働いて・良か
ったこと ・大変なこと 

⑤今後目指すことは 
⑥介護職を目指す人へ一言 

へるぴよん 

研修風景 

① 子供が中学生になり、祖母が施設に入所し
ており、親の介護、自分たちの老後を考え
させられ、介護の知識を得たいと思った。 

② 講師より短期間に多くの知識技術、プラス
貴重な体験談や想いを聞けてよかった 

③ 訪問介護員（週 2日勤務） 

④ ・利用者様から「ありがとう。来週待って 

 いるね。」等のお声をいただけた時 

・利用者様のプライベートにかかわり、望
むことを理解しつつ、ヘルパーとしてで
きること、すべきことを考えなければい
けないこと。 

⑤ 家族の生活もあるので、無理のないペース
で、仕事ができればと思っています。 

⑥ やりがいも需要もあり、キャリアアップも
でき、働き方も選べる仕事です。 

 

Ａさん 

４０代 

Ｃさん 

３０代 

① ケアマネとして働いている母から介護     

職を勧められ、時期や費用を考えて受
講した。 

② 通学は学ぶ所へ通うので、気持ちがし
っかり入ることや、様々な人と接し学
べたこと、質問もしやすく、受講して
よかった。 

③ 施設 

④ ・様々な利用者さんや家族さんと関わ 

り人生の勉強になること。尊敬でき
る人と出会えたこと。 

   ・利用者さんの健康や命を守るために
勉強が必要で、小さな変化も気づけ
る観察力が求められること。 

⑤ ３年で介護福祉士、5年でケアマネを 

目指すこと。自分なりの介護のあり方 

 を探すこと。 

 

  

⑥ 介護職は大変 

といわれますが、 

どの仕事でも辛 

いことはありま 

す。仕事で接す 

る人の多くは人生の先輩で
す。自分の人生勉強の一環と
して、人生の選択肢を増やす 

  ために、介護職を目指して 

みてはいかがでしょうか。 

 

Ｄさん 

５０代 

① 無資格で病院の介護助手になった。介助のしかた
対応のしかたに疑問を持ったことが増えたので、
自信を持って仕事をしたいと思い、受講した。 

② ハイレベルな講義内容に驚いた。働きながらの通
学は、休み返上で体力的にきつかった。（講義のレ
ポート提出が大変だった。）しかし、親の介護、ス
キルアップのために熱心に受講している仲間に支
えられて、全講義出席できた。とても有意義で、
活きた介護を学ぶことができた。また、多くの頼
りになる仲間を得られたことが、最大の収穫！！ 

③ 病院（病棟介護職） 

④ ・他者から人用とされて、笑顔で応えることがで 

きた時に、感謝の気持ちとやりがいを感じる。 

また、介護は、一人で負うものではなく、チー
ムで（みんなで）支え合って励まし合って行う
もの。そのことを実感できたこと。 

・介護職に限らず、仕事は全て大変。私の場合は
大変＝楽しみです。 

他者から必要とされて、笑顔で応えた時に、感謝
の気持ちとやりがいを感じることができた。自
分のやってきた家事が活かせ、必要としてく 

ださる方から「ありがとう」とおっしゃってい
ただける時、また、人生の大先輩から教わる事
もたくさんあり毎日が勉強です 

・「臨機応変」な対応が必要で、良かれと思った
ことがうまくいかないこともあったり、要求に

⑤ 介護福祉士、ケアマネージャー等、年齢・体力の続く限り、向上心を 

持って上を目指したい。介護について学ぶことの必要性を知らせたい。 

⑥ 初めは誰だって素人です。まずは、利用者さんと向き合ってみまし 

ょう。あなたを必要としている方がたくさんいます。一緒に寄り添 

ってみませんか。 

 

 

 

Ｂさん 

４０代 

Ａさん 

６０代 

① 定年を迎え、第
二の人生とし
て介護関連の
仕事に就職し
たいと思った。 

② 介護技術（ベッド上で
の体位変換、衣類交換
や車椅子への移乗等）
を学び、要介護の方の
体の状態や、スムーズ
な介護の仕方が 理解
できた。 

③ デイサービス 

（運転手） 

④ ・利用者さんの笑顔
を見ると、人の役 

 

 

   に立っている事を実 

感する。 

・利用者さん同士の人間関
係調整に気を使う。 

⑤ できる限り現在の仕事を続
けたい。 

⑥ まずは迷わず受講して、介
護職の基本を理解してほ
しい。そして、自分の介護
の道を進んでほしい！ 

 

 

 


